
確かな学力の向上をめざして【３月】 

  
 
入学式まであと1か月。こども園などでは「小学校に早く行きたいな。」と子どもたちの期待が

高まっています。小学校へ入学後、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことができ

るようにするためには、幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を把握し、学校教育に生かすこ

とが重要です。 

 

 

学習指導要領には、「学校段階等間の接続」を図ることが示され、スタートカリキュラムを編成

し、指導の工夫をすることが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部教育局 

校長会資料（令和２年３月） 

■幼児教育と小学校教育の円滑な接続～教育をつなぐ～ 

 スタートカリキュラムを正しく理解することが大切です！ 

スタートカリキュラ
ムを意味あるものに
していこう！ 

入学前にどのような経験や学びをしてきたのかを知り、育まれてきた力を見取るこ
と、そして、それらを生かす指導をすることが大切です。児童が自己を発揮し、自ら学
ぶ力を伸ばしていきましょう。 

さらに、１年生の担任だけでなく、全職員がスタートカリキュラムの考え方やねらい
を理解し、協力することで、幼児教育と小学校教育をより円滑に接続していきましょう。 

４月をゼロからのスタートにしないために 

 スタートカリキュラムとは、小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認定こども園などの遊
びや生活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出して
いくためのカリキュラムです。 

子ども達は、幼児期に遊びの
中で挑戦したり、試行錯誤した
りしています。探究心をもって
予想したり、試したりして、主
体的に問題を解決しようとす
る姿を生かすような学習を展
開することが大切です。 

たとえば、学校探検で 

 【小学校】 

弾力的な運用 

園で親しんで 
きた遊び 

（安心をつくる時間） 

教科を効果的
に組み合わせ
て総合的に学
ぶことは、幼
児教育からの
指導とつなが
っているね。 生活科を中心とした 

合科的・関連的な指導 

ゆったりとした 
時間の中での活動 入学当初の発達に合わせ

て、意欲の高まりを大切に
した時間配分だね。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を踏まえた指導をしましょう！ 

※「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」は、鳥取県幼児教育センター作成の 
幼保小連携・接続リーフレット「幼保小の円滑な接続をめざして」を参照してください。 

 

あれ？かぎがか

かっているよ。 

どうしてか

な？中を見て

みたいな。 

 

こっちかな？ 

やってみよう！ 

どうやってつなげようかな？ 

思考力の 
芽生え 

【幼児期】 


